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は
じ
め
に

　

三
島
由
紀
夫
の
作
品
中
、〈
家
族
間
で
の
恋
愛
〉
が
描
か
れ
て
い
る
も
の
と

し
て
管
見
に
入
っ
た
の
は
、「
春
子
」（「
人
間
」
昭
22
・
12
）、「
家
族
合
わ

せ
」（「
文
学
季
刊
」
昭
23
・
4
）、「
灯
台
」（
昭
24
・
5
）「
聖
女
」（「
中
央
公

論
」
昭
24
・
10
）、『
愛
の
渇
き
』（
昭
25
・
6
、
新
潮
社
）、「
水
音
」（「
世

界
」
昭
29
・
11
）、「
幸
福
号
出
帆
」（「
読
売
新
聞
」
昭
30
・
6
・
18
〜
11
・

15
）、「
芙
蓉
露
大
内
実
記
」（「
文
芸
」
昭
30
・
11
）「
熱
帯
樹
」（「
声
」
35
・

1
）、「
音
楽
」（「
婦
人
公
論
」
昭
39
・
1
〜
12
）
の
十
作
で
あ
る
。〈
家
族
間

で
の
恋
愛
〉
と
い
う
言
葉
を
使
用
し
た
の
は
、
嫁
と
舅
、
実
際
に
は
血
縁
関
係

に
な
い
兄
と
妹
、
後
妻
と
先
妻
の
息
子
の
よ
う
な
、〈
近
親
〉
と
い
う
表
現
に

相
当
し
な
い
関
係
が
あ
る
た
め
だ
が
、
こ
の
よ
う
な
三
島
の
「
近
親
相
姦
的
な

主
題
」
に
つ
い
て
は
既
に
ラ
シ
ー
ヌ
の
『
フ
ェ
ー
ド
ル
』
が
素
材
と
な
っ
た
こ

と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る①
。『
フ
ェ
ー
ド
ル
』
は
、
テ
ゼ
王
の
後
妻
に
あ
た
る
フ

ェ
ー
ド
ル
が
、
先
妻
の
息
子
で
あ
る
イ
ポ
リ
ィ
ト
に
恋
を
す
る
物
語
で
あ
り
、

ラ
シ
ー
ヌ
自
身
が
そ
の
序
で
「
こ
の
作
品
も
エ
ウ
リ
ピ
デ
ー
ス
よ
り
取
材
せ
る

悲
劇
で
あ
る
」
と
す
る
よ
う
に
、
ギ
リ
シ
ャ
悲
劇
「
ヒ
ッ
ポ
リ
ュ
ト
ス
」
に
材

を
仰
い
だ
作
品
で
あ
る
。〈
家
族
間
で
の
恋
愛
〉
を
テ
ー
マ
に
し
た
三
島
作
品

で
は
兄
と
妹
と
い
う
組
合
せ
が
最
も
多
く
、〈
後
妻
と
先
妻
の
息
子
〉
と
い
う

関
係
は
、「
灯
台
」
と
「
芙
蓉
露
大
内
実
記
」
の
み
で
あ
る
。「
芙
蓉
露
大
内
実

記
」
に
つ
い
て
は
、
三
島
自
身
が
「
ジ
ャ
ン
・
ラ
シ
イ
ヌ
『
フ
ェ
ー
ド
ル
』
に

拠
る
」
と
い
う
副
題
を
付
し
て
い
る
が
、「
灯
台
」
に
つ
い
て
は
同
様
の
発
言

は
見
ら
れ
な
い
。

　

そ
の
よ
う
な
「
近
親
相
姦
的
な
主
題
」
の
み
で
は
な
く
、

　

明
晰
な
主
題
と
堅
牢
な
構
成
を
保
ち
、
華
麗
な
セ
リ
フ
の
レ
ト
リ
ッ
ク

の
花
を
開
か
せ
た
三
島
由
紀
夫
の
戯
曲
の
す
べ
て
は
、
そ
の
構
造
と
手
法

「
灯
台
」
か
ら
「
芙ふ
よ
う
の
つ
ゆ
お
お
う
ち
じ
っ
き

蓉
露
大
内
実
記
」
へ

―

三
島
由
紀
夫
の
ラ
シ
ー
ヌ
『
フ
ェ
ー
ド
ル
』
の
受
容
と
展
開―

　

木　
　

谷　
　

真 

紀 

子
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に
お
い
て
は
、
ラ
シ
ー
ヌ
を
中
心
と
す
る
フ
ラ
ン
ス
古
典
劇
か
ら
二
十
世

紀
初
頭
ま
で
で
完
成
に
至
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
近
代
劇
ま
で
の
範
囲
に
き
っ
ち

り
お
さ
ま
る
性
格
の
も
の
な
の
で
あ
る②
。

と
さ
れ
る
な
ど
、
三
島
の
作
品
に
ラ
シ
ー
ヌ
の
影
響
が
見
ら
れ
る
こ
と
は
既
に

指
摘
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
三
島
が
ラ
シ
ー
ヌ
劇
を
ど
の
よ
う
に
自
ら
の
作

品
に
表
現
す
る
よ
う
に
な
っ
た
か
と
い
う
受
容
の
〈
過
程
〉
に
つ
い
て
は
、
詳

細
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
状
況
に
あ
る
。

　

本
稿
で
は
、
三
島
が
執
筆
の
際
に
座
右
に
置
い
た
訳
本
を
特
定
し
、
同
時
代

の
演
劇
界
と
の
関
わ
り
を
探
り
つ
つ
、「
灯
台
」
と
「
芙
蓉
露
大
内
実
記
」
成

立
の
背
景
を
探
り
た
い
。
そ
こ
か
ら
、
三
島
が
題
材
と
し
た
『
フ
ェ
ー
ド
ル
』

を
ど
の
よ
う
に
享
受
し
自
ら
の
作
品
に
著
わ
し
た
か
と
い
う
点
を
考
察
し
た
い
。

一
、「
灯
台
」
の
誕
生
ま
で

　

三
島
は
、『
フ
ェ
ー
ド
ル
』
や
、
エ
ウ
リ
ピ
デ
ー
ス
他
の
希
臘
悲
劇
を
ど
の

よ
う
に
享
受
し
て
き
た
の
だ
ろ
う
か
。
三
島
自
身
の
言
説
を
通
し
て
振
り
返
り

た
い
。

　

ま
ず
「
好
ん
で
読
ん
だ
戯
曲
」
と
し
て
「
浄
瑠
璃
や
謡
曲
や
能
狂
言
や
希
臘

悲
劇
、
ラ
シ
イ
ヌ
、
コ
ル
ネ
イ
ユ
な
ど
の
佛
蘭
西
古
典
劇
の
翻
訳
」（「
あ
と
が

き
」『
三
島
由
紀
夫
作
品
集
6
』
昭
29
・
3
、
新
潮
社
）
を
挙
げ
、「
そ
れ
（
戦

争
末
期
の
文
学
座
「
女
の
一
生
」
の
初
演―

木
谷
注
）
ま
で
に
舞
台
か
ら
受
け

た
感
動
は
歌
舞
伎
と
能
に
限
ら
れ
て
ゐ
た
し
、
読
ん
だ
の
も
浄
瑠
璃
が
主
で
あ

っ
た
」「
翻
訳
で
読
む
希
臘
悲
劇
や
、
ラ
シ
ー
ヌ
劇
や
、『
ユ
ダ
ヤ
人
の
ラ
シ
ー

ヌ
』
と
悪
口
を
言
は
れ
る
ポ
ル
ト
・
リ
ッ
シ
ユ
な
ど
を
好
ん
だ
」（「
戯
曲
の
誘

惑
」「
東
京
新
聞
」
昭
30
・
9
・
6
〜
7
）
と
、
幼
い
頃
か
ら
日
本
の
古
典
芸

能
や
、
フ
ラ
ン
ス
・
ギ
リ
シ
ャ
の
古
典
劇
に
親
し
ん
で
来
た
こ
と
を
明
ら
か
に

し
て
い
る
。
三
島
は
中
学
入
学
以
降
、
歌
舞
伎
の
熱
狂
的
な
観
客
と
な
る
が
、

日
本
に
お
け
る
ラ
シ
ー
ヌ
作
品
の
上
演
は
、
昭
和
三
十
二
年
安
堂
信
也
逐
語

訳
・
三
島
由
紀
夫
修
辞
の
「
ブ
リ
タ
ニ
キ
ュ
ス
」
を
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い③
。

あ
く
ま
で
も
〈
文
学
〉
と
し
て
の
ラ
シ
ー
ヌ
や
エ
ウ
リ
ピ
デ
ー
ス
の
作
品
を
愛

し
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
小
説
家
に
な
る
と
、「
エ
ウ
リ
ピ
デ
ー
ス
の
戯
曲
『
メ

ー
デ
ィ
ア
』
の
忠
実
な
翻
案
」（「
あ
と
が
き
」『
三
島
由
紀
夫
作
品
集
4
』
昭

28
・
11
、
新
潮
社
）
で
あ
る
「
獅
子
」（「
序
曲
」
昭
23
・
12
）
を
発
表
す
る
。

初
め
て
の
戯
曲
で
あ
る
「
火
宅
」
に
つ
い
て
も
「
千
代
子
の
長
い
告
白
は
、
希

臘
悲
劇
や
仏
蘭
西
古
典
劇
の
告
白
の
長
ゼ
リ
フ
（
殊
に
ラ
シ
イ
ヌ
の
『
フ
ェ
エ

ド
ル
』
の
い
た
ま
し
い
愛
の
告
白
）
の
や
う
に
演
じ
ら
れ
る
こ
と
を
考
え
て
書

い
た
。」（『
火
宅
』
に
つ
い
て―

作
者
の
言
葉
」「
俳
優
座
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
昭

24
・
2
）
と
述
べ
る
な
ど
、
自
ら
の
作
品
に
『
フ
ェ
ー
ド
ル
』
や
ギ
リ
シ
ャ
悲

劇
の
世
界
を
構
築
し
よ
う
と
す
る
。

　

ラ
シ
ー
ヌ
の
『
フ
ェ
ー
ド
ル
』
は
、
一
六
七
七
年
に
発
表
さ
れ
た
。
ラ
シ
ー

ヌ
自
身
は
『
フ
ェ
ー
ド
ル
』
の
序
で
、「
こ
の
作
品
が
わ
た
く
し
の
悲
劇
の
中
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で
最
も
す
ぐ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
、
断
言
す
る
勇
気
は
な
い
」
と
し
て
い
る
が
、

多
く
の
論
者
が
「『
フ
ェ
ー
ド
ル
』
は
ラ
シ
ー
ヌ
最
高
の
悲
劇
で
あ
る④
」、「（
ラ

シ
ー
ヌ
の―
木
谷
注
）
形
式
が
も
っ
と
も
完
璧
に
示
さ
れ
る
の
は
『
フ
ェ
ー
ド

ル
』
で
あ
る⑤
」
と
い
う
見
解
を
示
し
て
い
る
。
三
島
は
、

　

ラ
シ
イ
ヌ
に
手
が
届
い
て
、
は
じ
め
て
、
セ
リ
フ
劇
と
は
何
ぞ
や
、
そ

も
そ
も
セ
リ
フ
と
は
何
ぞ
や
、
劇
的
論
理
と
は
何
ぞ
や
、
と
い
ふ
根
本
問

題
が
、
俳
優
の
技
術
の
す
み
ず
み
に
ま
で
浸
透
す
る
の
だ
。
し
か
し
、
そ

ん
な
啓
蒙
的
な
意
味
で
ラ
シ
イ
ヌ
が
読
ま
れ
る
だ
け
で
は
つ
ま
ら
な
い
。

ラ
シ
イ
ヌ
は
何
よ
り
も
先
に
、
馥
郁
た
る
薔
薇
な
の
で
あ
る
。

（「
ラ
シ
イ
ヌ
の
季
節
来
る
」『
ラ
シ
ー
ヌ
戯
曲
全
集  

内
容
見
本
』
昭

39
・
10
、
人
文
書
院
）

と
、
ラ
シ
ー
ヌ
作
品
の
芸
術
性
を
称
賛
し
、『
フ
ェ
ー
ド
ル
』
を
、
す
べ
て
の

戯
曲
の
中
で
「
一
番
感
動
し
た
戯
曲
」（「
戯
曲
を
書
き
た
が
る
小
説
書
き
の
ノ

ー
ト
」「
日
本
演
劇
」
昭
25
・
10
）
と
し
た
。
ま
た
、「
ラ
シ
イ
ヌ
劇
の
、
フ
ェ

エ
ド
ル
や
ア
グ
リ
ッ
ピ
イ
ヌ
が
好
き
で
あ
る
。『
ブ
リ
タ
ニ
キ
ュ
ス
』
の
ネ
ロ

ン
も
い
い
。『
フ
ェ
エ
ド
ル
』
の
清
純
な
イ
ポ
リ
ィ
ト
も
い
い
」（「
私
の
好
き

な
作
中
人
物―

希
臘
か
ら
現
代
ま
で
の
間
に
」「
文
芸
春
秋
」
昭
27
・
12
）
と

フ
ェ
ー
ド
ル
や
イ
ポ
リ
ィ
ト
の
人
物
像
に
も
、
強
い
愛
着
を
示
し
て
い
る
。
さ

ら
に
、「
構
造
的
に
完
全
な
も
の
を
書
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
ん
で
す
。
ラ
シ

ー
ヌ
の
『
フ
ェ
ー
ド
ル
』
な
ん
か
理
想
的
だ
ね
。
数
学
み
た
い
な
芝
居
だ
か
ら

ね⑥
」
と
、
戯
曲
の
構
成
に
お
い
て
、
あ
る
種
の
〈
お
手
本
〉
と
し
て
『
フ
ェ
ー

ド
ル
』
を
位
置
づ
け
て
い
る
。

　

そ
の
『
フ
ェ
ー
ド
ル
』
と
同
じ
く
、〈
後
妻
と
先
妻
の
息
子
と
の
恋
〉
を
テ

ー
マ
に
し
た
三
島
由
紀
夫
の
「
灯
台
」
は
、
昭
和
二
十
四
年
五
月
「
文
学
界
」

に
発
表
さ
れ
た
。
当
時
、
文
学
座
で
は
「
フ
ラ
ン
ス
演
劇
研
究
会
」
と
銘
打
た

れ
た
、
辰
野
隆
や
内
藤
濯
ら
著
名
な
フ
ラ
ン
ス
文
学
者
の
〈
講
演
〉
つ
き
の

〈
公
演
〉
を
行
っ
て
お
り⑦
、
俳
優
座
で
も
モ
リ
エ
ー
ル
の
作
品
が
上
演
さ
れ
て

い
た
。
出
版
界
で
も
、
徐
々
に
名
作
の
新
し
い
翻
訳
や
日
本
で
未
紹
介
だ
っ
た

作
品
が
発
行
さ
れ
る
な
ど
、
一
種
の
フ
ラ
ン
ス
ブ
ー
ム
と
も
言
え
る
状
況
に
あ

っ
た
。
し
か
し
、
ラ
シ
ー
ヌ
と
同
時
代
に
活
躍
し
た
喜
劇
作
家
で
あ
る
モ
リ
エ

ー
ル
の
作
品
や
研
究
書
が
相
次
い
で
出
版
さ
れ
た
の
と
は
対
照
的
に
、「
灯

台
」
発
表
以
前
に
、
単
行
本
と
し
て
出
版
さ
れ
た
ラ
シ
ー
ヌ
作
品
は
『
フ
ェ
ー

ド
ル
』（
昭
23
・
12
、
白
水
社
）
の
み
で
あ
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
、
ラ
シ

ー
ヌ
の
作
品
が
「
十
二
音
綴
の
詩
を
も
っ
て
書
か
れ
、
う
つ
く
し
い
音
韻
の
提

携
、
微
妙
な
律
動
の
秩
序
を
ふ
く
ん
で
い
る
。
そ
れ
ら
の
体
系
な
い
し
は
秩
序

を
日
本
語
に
う
つ
す
こ
と
は
、
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
詩
の
翻
訳
が
不
可
能
で
あ

る
と
い
う
意
味
に
お
い
て
ま
さ
に
不
可
能
で
あ
り
、
こ
と
に
ラ
シ
ー
ヌ
の
詩
句

が
と
り
わ
け
す
ぐ
れ
た
諧
調
を
も
っ
て
い
る
だ
け
に
、
こ
と
は
い
よ
い
よ
厄
介

至
極
に
な
る⑧
」
と
さ
れ
る
こ
と
に
あ
る
。
つ
ま
り
、
当
時
ラ
シ
ー
ヌ
の
知
名
度

は
高
か
っ
た
と
は
言
え
ず
、
そ
の
中
で
敢
え
て
三
島
が
ラ
シ
ー
ヌ
作
品
の
翻
案
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を
試
み
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
先
述
し
た
よ
う
に
三
島
自
身
に

は
「
灯
台
」
が
『
フ
ェ
ー
ド
ル
』
に
拠
っ
た
作
品
で
あ
る
と
の
言
及
は
な
い
。

し
か
し
、
テ
ー
マ
の
み
な
ら
ず
構
成
に
お
い
て
も
ラ
シ
ー
ヌ
の
『
フ
ェ
ー
ド

ル
』
の
影
響
が
見
ら
れ
、
三
島
の
戯
曲
と
し
て
も
後
の
代
表
作
に
結
実
す
る
萌

芽
の
み
ら
れ
る
作
品
で
あ
る
こ
と
は
、
既
に
指
摘
し
た
と
お
り
で
あ
る⑨
。

二
「
灯
台
」
か
ら
「
芙
蓉
露
大
内
実
記
」
ま
で

　

そ
の
「
灯
台
」
か
ら
、
六
年
を
経
て
発
表
さ
れ
た
の
が
、「
ジ
ャ
ン
・
ラ
シ

イ
ヌ
『
フ
ェ
ー
ド
ル
』
に
拠
る
」
と
の
副
題
が
付
さ
れ
た
「
芙
蓉
露
大
内
実

記
」で
あ
る
。「
地じ
ご
く
へ
ん

獄
変
」（
昭
28
・
12
、
歌
舞
伎
座
初
演
）、「
鰯い
わ
し
う
り
こ
い
の
ひ
き
あ
み

売
恋
曳
網
」

（
昭
29
・
11
、
同
）、「
熊ゆ
や野
」（
昭
30
・
2
、
同
）、
に
続
く
〈
三
島
歌
舞
伎
〉

の
四
作
目
と
し
て
、
昭
和
三
十
年
十
二
月
「
文
芸
」
に
発
表
さ
れ
た
後
、
三
十

四
年
四
月
発
行
の
『
三
島
由
紀
夫
選
集
17
』（
新
潮
社
）
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

初
演
は
昭
和
三
十
年
十
一
月
歌
舞
伎
座
、
三
島
は
演
出
も
担
当
し
、
そ
れ
ま
で

の
す
べ
て
の
三
島
歌
舞
伎
に
主
演
し
た
六
代
目
中
村
歌
右
衛
門
が
主
役
を
演
じ

た
。
テ
ゼ
王
に
あ
た
る
〈
夫
〉
が
大
内
義
隆
、
そ
の
後
妻
〈
フ
ェ
ー
ド
ル
〉
は

芙
蓉
前
、
前
妻
の
息
子
で
あ
る
〈
イ
ポ
リ
ィ
ト
〉
は
晴
持
と
名
付
け
ら
れ
て
い

る
。
三
島
歌
舞
伎
六
作
品
中
で
唯
一
再
演
さ
れ
て
い
な
い
が
、
現
在
ま
で
の
評

価
を
振
り
返
り
た
い
。
同
時
代
評
で
は
、「
同
君
の
才
分
豊
か
な
形
式
の
成
功

は
わ
か
る
が
、
残
念
な
が
ら
近
代
的
悲
劇
感
が
も
り
上
が
っ
て
来
な
い⑩
」、「
と

も
か
く
後
味
の
い
い
芝
居
と
は
言
え
な
い
。
そ
れ
に
幕
切
れ
が
思
う
よ
う
に
締

ら
な
い
の
は
何
と
し
て
も
残
念
だ
が
、
竹
本
劇
創
作
へ
の
作
者
の
情
熱
は
買
う

べ
き
で
あ
ろ
う⑪
」
と
内
容
を
評
価
せ
ず
、
三
島
の
努
力
の
み
に
及
第
点
を
与
え

て
い
る
。
後
年
に
は
、
歌
右
衛
門
も

　

一
回
き
り
し
か
や
っ
て
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
も
ち
ろ
ん
『
鰯
売
』
だ

と
か
『
熊
野
』
と
か
『
地
獄
変
』
な
ど
と
も
違
っ
て
、
も
う
一
つ
大
き
い

も
の
だ
っ
た
ん
だ
け
れ
ど
も
、
何
か
足
り
な
い
も
の
が
あ
っ
た
と
思
う
ん

で
す
。
そ
れ
に
、
ご
承
知
の
よ
う
に
評
判
も
そ
ん
な
に
よ
く
な
か
っ
た
。

芙
蓉
露
で
は
な
く
て
不
用

4

4

の
露
だ
な
ん
て
い
う
評
も
あ
っ
た
り
し
ま
し
た⑫
。

と
回
想
し
た
。
ま
た
市
川
裕
見
子
氏
は
、『
フ
ェ
ー
ド
ル
』
と
そ
の
源
流
に
あ

る
エ
ウ
リ
ピ
デ
ー
ス
「
ヒ
ッ
ポ
リ
ュ
ト
ス
」
を
定
点
に
し
、「
芙
蓉
露
大
内
実

記
」
を
検
討
し
た
う
え
で

　

エ
ウ
リ
ピ
デ
ス
劇
の
よ
う
に
、
背
後
に
神
を
背
負
う
か
、
そ
れ
と
も
ラ

シ
ー
ヌ
劇
の
よ
う
に
権
謀
術
数
に
み
ち
た
政
治
関
係
と
宿
命
的
な
因
果
関

係
を
背
負
っ
て
、
お
の
お
の
強
烈
な
自
我
を
抱
え
た
登
場
人
物
た
ち
が
か

ら
み
つ
き
、
ね
ば
り
つ
く
人
間
関
係
の
表
現
は
、
つ
い
に
歌
舞
伎
と
い
う

形
式
で
は
三
島
は
達
成
で
き
な
か
っ
た⑬
。

と
評
し
、
初
演
か
ら
現
在
ま
で
評
価
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
状
況
に
あ
る
。

し
か
し
三
島
自
身
は
、
初
演
の
筋
書
に
「
フ
ェ
ー
ド
ル
を
竹
本
劇
に
し
よ
う
と

い
う
腹
案
は
、
四
五
年
前
か
ら
あ
っ
た
」（「『
芙
蓉
露
大
内
実
記
』
に
つ
い
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て
」「
歌
舞
伎
座
番
付
」
昭
30
・
11
）
と
、
長
い
年
月
を
か
け
て
企
画
し
た
作

品
で
あ
る
こ
と
を
明
言
し
、
辛
口
の
評
価
を
さ
れ
て
か
ら
も
「
大
内
実
記
」
を

「
大
凝
り
に
凝
っ
ち
ゃ
」
た
、「
一
番
努
力
し
た⑭
」
作
品
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

「
四
五
年
前
」
と
は
「
灯
台
」
が
書
か
れ
た
頃
と
の
判
断
が
可
能
で
あ
り
、
同

時
代
の
〈
フ
ラ
ン
ス
ブ
ー
ム
〉
を
受
け
て
、『
フ
ェ
ー
ド
ル
』
の
日
本
の
世
界

へ
の
移
植
を
企
画
し
続
け
て
来
た
こ
と
が
推
察
で
き
る
だ
ろ
う
。
当
時
の
三
島

は
、
い
わ
ゆ
る
〈
新
進
作
家
〉
で
し
か
な
か
っ
た
が
、
既
に
歌
舞
伎
化
を
念
頭

に
お
い
て
い
た
こ
と
が
「
芙
蓉
露
大
内
実
記
」
執
筆
の
際
、
座
右
に
置
い
た
翻

訳
本
を
限
定
す
る
こ
と
で
明
ら
か
に
な
る
。

　
「
芙
蓉
露
大
内
実
記
」
が
発
表
さ
れ
た
昭
和
三
十
年
十
一
月
号
、
雑
誌
「
知

性
」
に
お
い
て
、
三
島
は
募
集
に
よ
っ
て
選
ば
れ
た
一
般
の
読
者
と
対
談
し
て

い
る
。
そ
の
中
で
「
現
在
計
画
中
の
戯
曲
」
に
つ
い
て
尋
ね
ら
れ
、「
こ
の
前

エ
ウ
リ
ピ
デ
ス
の
『
ヒ
ッ
ポ
リ
ュ
ト
ス
』
を
読
ん
で
、
こ
れ
は
、『
フ
ェ
ー
ド

ル
』
の
原
本
で
す
か
ら
、『
フ
ェ
ー
ド
ル
』
と
の
構
成
を
比
較
研
究
し
た
の
だ

け
れ
ど⑮
」
と
答
え
て
い
る
。
時
期
が
重
な
る
こ
と
か
ら
「
現
在
計
画
中
の
戯

曲
」
と
は
「
芙
蓉
露
大
内
実
記
」
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
「
比
較
研
究
」
は
同
月

に
発
行
さ
れ
た
『
小
説
家
の
休
暇
』（
新
潮
社
）
と
い
う
日
記
形
式
の
評
論
に

記
さ
れ
て
い
る
。
三
島
は
七
月
二
十
日
の
項
で
『
フ
ェ
ー
ド
ル
』
と
「
ヒ
ッ
ポ

リ
ュ
ト
ス
」
と
を
比
較
し
、
両
作
品
か
ら
本
文
を
引
用
し
て
い
る
。
そ
の
文
章

か
ら
、
三
島
が
座
右
に
置
い
た
翻
訳
本
を
の
限
定
を
試
み
た
い
。「
芙
蓉
露
大

内
実
記
」
発
表
以
前
に
日
本
で
出
版
さ
れ
た
『
フ
ェ
ー
ド
ル
』
の
三
種
、「
ヒ

ッ
ポ
リ
ュ
ト
ス
」
の
四
種
が
管
見
に
入
っ
た
。『
小
説
家
の
休
暇
』
に
引
用
さ

れ
た
部
分
と
、
各
訳
本
で
の
該
当
箇
所
を
次
頁
に
挙
げ
る
。

　

二
つ
の
表
か
ら
、
三
島
が
『
小
説
家
の
休
暇
』
に
引
用
し
た
文
と
、
③
沢
木

氏
訳
の
『
フ
ェ
ー
ド
ル
』、
⑥
田
中
・
内
山
両
氏
訳
の
「
ヒ
ッ
ポ
リ
ュ
ト
ス
」

が
一
致
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
従
っ
て
、
三
島
が
執
筆
の
際
座
右
に
置
い

た
の
は
、
以
上
の
訳
本
だ
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
③
沢
木
氏
訳
は
昭
和
二
十
三
年

発
行
で
あ
り
、「
芙
蓉
露
大
内
実
記
」
執
筆
時
に
お
い
て
最
も
新
し
い
訳
本
で

あ
っ
た
が
、「
ヒ
ッ
ポ
リ
ュ
ト
ス
」
は
最
新
の
訳
本
で
は
な
く
、
③
沢
木
氏
訳

発
行
に
近
い
二
十
四
年
発
行
の
⑥
田
中
・
内
山
両
氏
訳
で
比
較
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
発
行
年
月
日
は
大
き
な
意
味
を
持
つ
。「
灯
台
」
は
昭
和
二
十
四
年
五

月
に
発
表
さ
れ
た
が
、
そ
の
執
筆
時
期
に
つ
い
て
、
三
島
は
「
今
年
の
三
月
に

二
度
目
の
大
島
旅
行
を
し
て
あ
し
た
帰
京
と
い
ふ
晩
」（「
作
者
の
言
葉
」「
関

西
実
験
劇
場
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
昭
24
・
11
）
に
書
い
た
、
と
執
筆
の
時
期
を
明
確

に
示
し
、
そ
れ
が
沢
木
氏
訳
の
発
行
以
降
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
時
点

で
田
中
・
内
山
両
氏
訳
の
「
ヒ
ッ
ポ
リ
ュ
ト
ス
」
は
発
表
さ
れ
て
い
な
か
っ
た

が
、
④
、
⑤
の
村
松
氏
訳
の
「
ヒ
ッ
ポ
リ
ュ
ト
ス
」
は
発
表
さ
れ
て
い
た
。
同

じ
本
の
中
に
は
「
メ
ー
デ
イ
ア
」
も
収
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
「
忠
実
な
翻

案
」（
前
掲
「
あ
と
が
き
」）
と
す
る
「
獅
子
」
が
発
表
さ
れ
た
の
が
昭
和
二
十

三
年
十
二
月
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
三
島
は
こ
の
「
ヒ
ッ
ポ
リ
ュ
ト
ス
」
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・『
小
説
家
の
休
暇
』
引
用
文
「
何
か
言
ふ
と
す
ぐ
逃
げ
よ
う
と
す
る
あ
の
恩
知
ら
ず
」　　
　
　
　
　
　
　
　
（
エ
ノ
ー
ヌ
が
イ
ポ
リ
ィ
ト
を
評
し
た
語―

木
谷
注
）

①
時
田
清
訳  

ラ
シ
イ
ヌ
「
フ
エ
ド
ル
」（『
世
界
戯
曲
全
集
31
巻

　

仏
蘭
西
篇  
仏
蘭
西
古
典
劇
集
』
昭
2
・
8
・
20
、
近
代
社
）

逃
げ
走
り
去
ら
れ
ま
す
る
を
よ
ろ
こ
ぶ
や
う
な
、
ご
恩
を
わ
き
ま
へ
ぬ
御
方

②
吉
江
喬
松
訳  
ラ
ス
ィ
ー
ヌ
「
フ
ェ
エ
ド
ル
」

　
（『
世
界
文
学
全
集
6  
仏
蘭
西
古
典
劇
集
』
昭
3
・
2
・
15
、
新
潮
社
）

逃
げ
よ
う
と
ば
か
り
し
て
ゐ
る
あ
の
恩
知
ら
ず
者

③
沢
木
譲
治
訳  

ラ
シ
ー
ヌ
『
フ
ェ
ー
ド
ル
』（
昭
23
・
12
・
20
、
白
水
社
）

何
か
言
ふ
と
す
ぐ
逃
げ
よ
う
と
す
る
、
あ
の
恩
知
ら
ず

・『
小
説
家
の
休
暇
』
引
用
文  

「
此
の
ト
ロ
イ
ゼ
ー
ン
の
地
の
市
民
等
の
中
、
只
彼
一
人
妾
を
神
々
の
中
最
も
賎
し
き
者
と
称
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

婚
姻
を
侮
蔑
し
娶
る
こ
と
を
せ
ず
」　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
冒
頭
の
ア
フ
ロ
デ
ィ
テ
ー
の
言
葉―

木
谷
注
）

④
村
松
正
俊
訳  

エ
ウ
リ
ピ
デ
ー
ス
「
ヒ
ッ
ポ
リ
ュ
ト
ス
」

　
（『
古
典
劇
大
系
第
2
巻
』
大
14
・
9
・
5
、
近
代
社
）

ト
ロ
イ
ゼ
ー
ン
の
国
に
住
ん
で
ゐ
る
多
く
の
者
の
中
で
只
一
人
、
わ
た
し
の
事

を
神
々
の
中
で
い
ち
ば
ん
悪
い
者
だ
と
い
っ
て
ゐ
る
。
あ
の
男
は
恋
を
退
け
、

結
婚
を
軽
蔑
し
て
ゐ
る
。

⑤
同  

村
松
正
俊
訳  

エ
ウ
リ
ピ
デ
ー
ス
「
ヒ
ッ
ポ
リ
ュ
ト
ス
」

　
（『
世
界
戯
曲
全
集
第
1
巻  

希
臘
篇
』
昭
2
・
11
・
20
、
近
代
社
）

同
右

⑥
田
中
秀
央
・
内
山
敬
二
郎
訳

　

エ
ウ
リ
ー
ピ
デ
ー
ス
「
ヒ
ッ
ポ
リ
ュ
ト
ス
」

　
（『
希
臘
悲
壮
劇  

上
巻
』
昭
24
・
6
・
10
、
世
界
文
学
社
）

此
の
ト
ロ
イ
ゼ
ー
ン
の
地
の
市
民
等
の
中
、
只
彼
一
人
妾
を
神
々
の
中
最
も
賎

し
き
者
と
称
し
、
婚
姻
を
侮
蔑
し
娶
る
こ
と
を
せ
ぬ

⑦
松
平
千
秋
訳  

エ
ウ
リ
ピ
デ
ー
ス
「
ヒ
ッ
ポ
リ
ュ
ト
ス
」

　
（『
世
界
文
学
全
集
古
典
篇
第
1
巻  

ギ
リ
シ
ャ
叙
事
詩
・
悲
劇
篇
』

　

昭
27
・
2
・
15
、
河
出
書
房
）

我
を
ば
最
も
忌
ま
わ
し
い
神
と
呼
び
、
愛
の
喜
び
を
卑
し
め
て
独
り
身
を
守
っ

て
い
る―
か
か
る
人
間
は
こ
の
ト
ロ
イ
ゼ
ー
ン
の
国
に
も
ほ
か
に
は
お
ら
ぬ
。
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を
読
ん
で
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

三
島
は
、
幼
い
頃
か
ら
ラ
シ
ー
ヌ
や
エ
ウ
リ
ピ
デ
ー
ス
の
作
品
に
親
し
ん
で

い
た
。
作
家
に
な
る
と
、
次
第
に
「
希
臘
悲
劇
の
翻
案
を
小
説
形
式
に
試
み
よ

う
と
い
ふ
野
心
」（「『
火
宅
』
に
つ
い
て
」「
日
本
演
劇
」
昭
24
・
2
）
が
生
ま

れ
る
。
そ
の
「
野
心
」
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
作
品
や
、
彼
の
評
論
に
ラ
シ
ー
ヌ

や
『
フ
ェ
ー
ド
ル
』
に
つ
い
て
の
言
葉
が
頻
出
す
る
よ
う
に
な
る
の
が
、
昭
和

二
十
三
・
四
年
以
降
で
あ
る
こ
と
に
注
目
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
三
島
に
と

っ
て
同
時
代
の
流
れ
を
受
け
フ
ラ
ン
ス
演
劇
を
観
劇
し
た
こ
と
が
、
沢
木
氏
訳

『
フ
ェ
ー
ド
ル
』
に
触
れ
、「
灯
台
」
の
誕
生
す
る
契
機
と
な
っ
た
。
そ
の
直
後

か
ら
、
三
島
は
歌
舞
伎
化
を
意
識
す
る
よ
う
に
な
り
、
田
中
・
内
山
両
氏
訳

「
ヒ
ッ
ポ
リ
ュ
ト
ス
」
に
触
れ
、「
芙
蓉
露
大
内
実
記
」
の
執
筆
に
至
っ
た
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

三
、〈
歌
舞
伎
〉
作
品
と
し
て
の
「
芙
蓉
露
大
内
実
記
」

　
「
灯
台
」
は
、
大
島
の
ホ
テ
ル
の
一
室
を
舞
台
に
し
、
父
・
祐
吉
、
後
妻
・

い
さ
子
、
息
子
・
昇
、
そ
の
妹
・
正
子
の
四
人
家
族
が
中
心
と
な
っ
て
展
開
す

る
現
代
劇
戯
曲
で
あ
る
。
正
子
は
「
灯
台
」
の
よ
う
に
家
族
を
正
し
い
方
向
に

導
き
、
義
母
と
兄
の
恋
を
未
然
に
防
ぐ
。
ま
た
恋
情
を
打
ち
明
け
よ
う
と
熱
心

な
の
は
息
子
で
あ
り
、
義
母
は
そ
れ
を
認
め
よ
う
と
し
て
い
な
い
。
一
方
「
芙

蓉
露
大
内
実
記
」
で
は
、
夫
で
あ
る
義
隆
の
訃
報
を
信
じ
た
芙
蓉
前
が
乳
母
・

唐
藤
の
勧
め
で
晴
持
に
恋
情
を
告
白
す
る
が
、
晴
持
に
拒
絶
さ
れ
て
し
ま
う
。

し
か
し
訃
報
は
虚
報
で
あ
り
、
義
隆
が
帰
還
し
た
た
め
晴
持
、
唐
藤
、
芙
蓉
前

が
す
べ
て
自
決
す
る
と
い
う
凄
絶
な
幕
切
れ
と
な
る
。
後
妻
、
乳
母
、
先
妻
の

息
子
が
全
て
亡
く
な
る
点
で
は
『
フ
ェ
ー
ド
ル
』
と
一
致
し
て
い
る
が
、「
灯

台
」
と
「
芙
蓉
露
大
内
実
記
」
は
〈
後
妻
と
先
妻
の
息
子
の
恋
〉
と
い
う
共
通

項
を
持
っ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
与
え
ら
れ
る
印
象
が
全
く
異
な
る
。

　

こ
の
理
由
に
つ
い
て
は
、
三
島
自
身
が

　

何
よ
り
も
、
私
が
『
フ
ェ
ー
ド
ル
』
の
歌
舞
伎
化
を
企
て
た
根
本
に
は
、

日
本
唯
一
の
フ
ェ
ー
ド
ル
役
者
だ
と
思
は
れ
る
歌
右
衛
門
丈
の
イ
メ
ー
ヂ

が
あ
っ
た
。（
略
）
フ
ラ
ン
ス
の
中
学
生
が
、
お
っ
母
さ
ん
に
つ
れ
ら
れ

て
コ
メ
デ
ィ
ー
・
フ
ラ
ン
セ
エ
ズ
ヘ
『
フ
ェ
ー
ド
ル
』
を
見
に
ゆ
く
、
さ

う
い
ふ
見
ら
れ
方
を
考
へ
る
と
、
日
本
で
は
ど
う
し
て
も
歌
舞
伎
と
い
ふ

こ
と
に
な
る
。
ど
う
し
て
も
歌
右
衛
門
丈
と
言
ふ
こ
と
に
な
る
。

　
（
前
掲
『
芙
蓉
露
大
内
実
記
』
に
つ
い
て
」）

と
し
、
歌
舞
伎
ま
た
歌
右
衛
門
が
存
在
す
る
か
ら
こ
そ
、
移
植
が
可
能
に
な
っ

た
と
い
う
見
解
を
示
し
て
い
る
の
だ
。

　

本
名
・
平
岡
公
威
と
し
て
出
版
を
前
提
と
せ
ず
に
書
い
た
劇
評
で
、
三
島
は

歌
右
衛
門
を
「
お
姫
様
役
者⑯
」
と
評
し
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
高
貴
な
イ
メ
ー

ジ
を
持
ち
な
が
ら
も
、
三
島
は
歌
右
衛
門
の
美
を
、

　

そ
の
暗
い
よ
く
た
わ
む
力
の
印
象
、
そ
の
悪
意
の
や
う
に
深
く
ひ
そ
ん
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だ
闘
志
、
そ
の
冷
た
い
凄
愴
な
迫
力
、
そ
れ
で
ゐ
て
い
い
し
れ
ぬ
薄
命
の

不
安
、
明
日
を
も
知
れ
ぬ
不
吉
な
美
し
さ 

 

（「
芝
翫
」「
芸
術
新
潮
」
昭
26
・
4
）

　

と
〈
悪
〉
や
〈
不
吉
〉
な
も
の
と
結
び
つ
け
て
い
る
。
三
島
歌
舞
伎
の
第
一

作
「
地
獄
変
」
で
歌
右
衛
門
が
演
じ
た
露
艸
は
、
堀
川
大
臣
の
〈
悪
〉
と

〈
美
〉
を
具
現
し
た
存
在
で
あ
り
、
芙
蓉
前
と
同
じ
く
作
品
中
で
亡
く
な
る
。

ま
さ
に
、「
薄
命
」
で
あ
る
。「
熊
野
」
で
も
、
原
作
に
は
登
場
し
な
い
二
人
の

僧
が
、
熊
野
の
帰
郷
ま
で
に
母
の
命
が
尽
き
て
し
ま
う
こ
と
を
予
測
す
る
。
熊

野
も
不
幸
を
背
負
っ
た
美
女
で
あ
り
、
彼
女
の
〈
美
〉
に
は
必
ず
憂
が
あ
る
の

だ
。
三
島
は
初
め
て
歌
右
衛
門
の
楽
屋
を
訪
れ
た
際
、

　

丈
の
内
部
に
想
像
し
た
も
の
は
、
今
は
滅
び
た
壮
大
な
感
情
の
か
ず
か

ず
、
婦
徳
や
嫉
妬
や
煩
悩
や
怨
恨
の
、
今
の
世
に
見
ら
れ
な
い
壮
麗
な
悲

劇
的
情
熱
の
か
ず
か
ず
で
あ
っ
た
。 

 

（「
歌
右
衛
門
丈
の
こ
と
」「
文
芸
」
昭
27
・
1
）

と
い
う
感
想
を
抱
く
。
フ
ェ
ー
ド
ル
は
、
先
妻
の
息
子
に
恋
を
す
る
と
い
う
背

徳
の
罪
を
背
負
っ
て
い
る
。
イ
ポ
リ
ィ
ト
が
愛
す
る
ア
リ
シ
ー
姫
へ
の
嫉
妬
、

恋
の
煩
悩
…
。
フ
ェ
ー
ド
ル
は
、
三
島
が
歌
右
衛
門
に
感
じ
た
「
悲
劇
的
情

熱
」
と
、
罪
を
犯
し
た
と
い
う
〈
悪
の
美
〉
を
も
っ
た
女
性
な
の
で
あ
る
。

　

こ
の
〈
悪
の
美
〉
と
は
、「
歌
舞
使
や
人
形
芝
居
は
目
も
あ
や
な
悪
を
創
造

し
た
」（「
歌
舞
伎
」（「
芸
術
新
潮
」
昭
25
・
2
）「
歌
舞
伎
は
は
っ
き
り
言
っ

て
そ
れ
自
体
が
悪
で
あ
る
」（「
悪
の
華
」「
新
潮
」
昭
61
・
1⑰
）
と
い
う
三
島

の
歌
舞
伎
観
を
も
現
し
て
い
る
。
以
上
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
三
島
が
『
フ
ェ

ー
ド
ル
』
を
「
ど
う
し
て
も
歌
舞
伎
」、「
ど
う
し
て
も
歌
右
衛
門
丈
」
と
感
じ

た
こ
と
も
首
肯
で
き
る
だ
ろ
う
。

　

一
方
、
堂
本
正
樹
氏
が
「
芙
蓉
露
大
内
実
記
」
の
「
駒⑱
」
と
し
た
晴
持
は
、

父
か
ら
疑
わ
れ
「
無
念
の
涙
は
ら
は
ら
」
と
流
す
も
の
の
「
言
訳
も
な
き
ま

ま
」
に
「
晴
持
が
身
の
潔
白
、
天
神
地
祇
も
照
覧
あ
れ
」
と
だ
け
言
い
残
し
て

切
腹
す
る
。
一
方
イ
ポ
リ
ィ
ト
は
「
此
処
で
真
実
に
物
を
言
わ
せ
る
べ
き
な
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
」、
ヒ
ッ
ポ
リ
ュ
ト
ス
も
「
私
も
廻
ら
ぬ
舌
を
動
か
す
ほ
か

は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
真
実
を
示
唆
し
よ
う
と
す
る
。
死
を
以
て
潔
白
を
証
明
し
、

義
母
と
父
の
名
誉
を
守
ろ
う
と
し
た
晴
持
は
、
ま
さ
に
〈
日
本
的
武
士
道
〉
の

具
現
者
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。

　

主
人
公
で
あ
る
芙
蓉
前
は
、
讒
言
が
「
唐
藤
と
も
ど
も
企
み
し
一
條
」
で
あ

る
と
は
言
い
な
が
ら
、「
こ
れ
も
み
な
我
身
よ
り
出
で
し
こ
と
」
と
す
べ
て
の

責
任
を
負
お
う
と
す
る
。
一
方
フ
ェ
ー
ド
ル
は
、「
汚
ら
わ
し
い
化
物
め
」
と

乳
母
を
口
汚
く
罵
り
、
激
し
く
恨
ん
で
い
る
。
パ
イ
ド
ラ
ー
も
「
お
前
は
私
に

間
違
っ
た
こ
と
を
す
す
め
」
た
、
と
乳
母
に
対
す
る
怒
り
や
恨
み
を
言
い
残
し
、

潔
白
を
証
明
す
る
手
紙
を
手
に
縊
れ
死
ぬ
。
三
作
品
と
も
、
乳
母
の
勧
め
が
な

け
れ
ば
息
子
に
恋
を
打
ち
明
け
な
か
っ
た
。
だ
か
ら
こ
そ
彼
女
達
の
罪
の
意
識

は
乳
母
へ
の
言
葉
に
現
わ
れ
て
い
る
。
フ
ェ
ー
ド
ル
と
パ
イ
ド
ラ
ー
は
自
ら
の
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恋
を
〈
罪
〉
と
し
て
認
識
し
て
い
る
も
の
の
、
息
子
の
死
の
直
接
的
な
理
由
は
、

乳
母
の
勧
め
に
よ
っ
た
が
た
め
だ
と
考
え
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
し

か
し
芙
蓉
前
は
、
一
貫
し
て
息
子
に
恋
情
を
抱
い
た
自
身
に
責
任
が
あ
る
と
受

け
と
め
、
自
害
し
た
唐
藤
を
「
見
事
じ
ゃ
わ
い
の
」
と
讃
え
る
の
だ
。

　

芙
蓉
前
は
、
胸
に
刀
を
刺
し
て
か
ら
自
分
の
罪
を
告
白
し
た
。
こ
れ
は

「
摂せ
っ
し
ゅ
う
が
っ
ぽ
う
が
つ
じ

州
合
邦
辻
」
の
玉
手
の
死
と
同
じ
で
あ
る
。「
摂
州
合
邦
辻
」
は
、「
継

母
の
邪
恋
ゆ
え
に
苦
難
を
受
け
る
貴
公
子
、
と
い
う
構
想
は
ギ
リ
シ
ア
悲
劇

『
ヒ
ッ
ポ
リ
ュ
ト
ス
』、
ラ
シ
ー
ヌ
の
『
フ
ェ
ー
ド
ル
』
な
ど
と
共
通
し⑲
」「
ラ

シ
ー
ヌ
の
『
フ
ェ
ー
ド
ル
』
が
よ
く
引
合
い
に
出
さ
れ
る⑳
」
と
さ
れ
る
作
品
で

あ
る
。
三
島
に
は
歌
舞
伎
と
文
楽
の
両
方
で
「
合
邦
」
を
観
劇
し
た
記
録
が
あ

り㉑
、
義
子
・
俊
徳
丸
へ
の
恋
を
〈
家
を
守
る
た
め
の
演
技
〉
で
あ
っ
た
と
明
か

し
た
後
半
の
玉
手
で
は
な
く
、
前
半
の
玉
手
を
「
な
ん
と
い
う
情
熱
的
な
エ
ネ

ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
怪
物
で
あ
ろ
う
」（「
歌
舞
伎
」「
芸
術
新
潮
」
昭
25
・
2
）
と

評
し
、
注
目
し
て
い
る
。
前
半
の
玉
手
は
、
フ
ェ
ー
ド
ル
と
同
じ
く
継
子
へ
の

近
親
相
姦
の
恋
に
狂
う
「
悪
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
」（
同
）
を
持
つ
女
性
で
あ
る
。

つ
ま
り
こ
の
「
合
邦
」
の
よ
う
に
、
文
楽
や
歌
舞
伎
で
は
〈
後
妻
と
先
妻
の
息

子
の
恋
〉
が
古
く
か
ら
存
在
し
て
い
た
。
そ
の
恋
は
、
舞
台
で
は
〈
家
の
た
め

の
演
技
〉
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
が
、
演
じ
る
役
者
自
身
は
、
玉
手
の
恋
を
「
実

の
恋
の
よ
う
に
見
せ
た
方
が
よ
か
ろ
う
と
考
え㉒
」「
僕
は
（
玉
手
は
本
当
に
俊

徳
丸
に―

木
谷
注
）
恋
し
て
ゐ
る
と
思
い
ま
す㉓
。」
と
述
べ
て
い
る
。
つ
ま
り

玉
手
の
恋
は
〈
真
実
の
恋
〉
と
し
て
演
じ
ら
れ
、
恐
ら
く
観
客
も
そ
れ
を
感
じ

取
っ
て
い
た
。
現
代
劇
「
灯
台
」
に
お
い
て
未
然
に
阻
止
さ
れ
た
〈
後
妻
と
の

先
妻
の
息
子
と
の
恋
〉
が
「
芙
蓉
露
大
内
実
記
」
で
悲
劇
と
し
て
描
か
れ
た
の

は
、
背
景
に
歌
舞
伎
の
舞
台
に
お
け
る
〈
伝
統
〉
が
存
在
す
る
か
ら
だ
ろ
う
。

　

三
島
は
、〈
死
ん
で
潔
白
を
証
明
〉〈
侍
女
と
の
結
び
つ
き
〉〈
自
ら
刀
を
刺

し
た
後
の
告
白
〉
と
、
歌
舞
伎
に
既
に
描
か
れ
て
い
る
様
式
や
世
界
の
枠
に
収

め
て
「
芙
蓉
露
大
内
実
記
」
を
書
い
た
。『
フ
ェ
ー
ド
ル
』
と
「
ヒ
ッ
ポ
リ
ュ

ト
ス
」
を
徹
底
的
に
歌
舞
伎
の
世
界
に
移
植
し
た
の
が
、「
芙
蓉
露
大
内
実

記
」
で
あ
る
と
言
え
る
。

お
わ
り
に

　

三
島
が
演
出
し
た
作
品
は
、
自
身
の
全
作
品
中
七
作
品
の
み
で
、
三
島
歌
舞

伎
も
「
地
獄
変
」「
鰯
売
恋
曳
網
」「
む
す
め
ご
の
み
帯
取
池
」
が
久
保
田
万
太

郎
の
演
出
で
あ
る
。
初
演
出
は
「
灯
台
」
で
あ
り
、
非
常
に
未
熟
な
も
の
だ
っ

た
が㉔
、
次
の
「
熊
野
」
の
演
出
は
好
評
だ
っ
た㉕
。
三
島
は
こ
れ
に
自
信
を
得
て

「
芙
蓉
露
大
内
実
記
」
の
演
出
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
が
推
測
で
き
る
。
だ
が
、

歌
右
衛
門
の
演
じ
る
「
芙
蓉
の
前
の
方
に
あ
ま
り
に
も
重
点
が
あ
る
」
と
義
隆

役
の
猿
翁
が
不
満
を
露
わ
に
し
、
稽
古
が
中
断
し
て
し
ま
っ
た
。
歌
右
衛
門
は
、

立
ち
会
っ
て
い
た
三
島
が

　

も
う
す
ぐ
に
歌
舞
伎
座
の
狂
言
作
者
の
部
屋
で
一
時
間
と
か
か
ら
な
い
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う
ち
に
チ
ョ
ボ
も
セ
リ
フ
も
手
を
入
れ
て
、
そ
れ
で
又
再
開
し
た
ん
で
す
。

書
き
直
さ
な
く
ち
ゃ
猿
翁
さ
ん
が
役
を
下
り
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
ん

な
こ
と
で
大
幅
に
手
を
入
れ
て
、
そ
れ
で
義
隆
の
見
せ
場
が
ダ
ー
ッ
と
出

た
わ
け
で
す
。
猿
翁
さ
ん
の
小
父
さ
ん
も
、
よ
う
や
く
納
得
し
な
す
っ
て

お
出
に
な
っ
た
の
で
す
が㉖
、

と
、
書
き
換
え
を
行
っ
た
こ
と
を
証
言
し
、
三
島
自
身
も
後
に
「『
俳
優
即
演

出
家
の
演
劇
』
と
し
て
の
歌
舞
伎
」（『
美
の
襲
撃
』
昭
36
・
11
、
講
談
社
）
と

い
う
題
の
評
論
を
発
表
す
る
。
さ
ら
に
「
芙
蓉
露
大
内
実
記
」
が
初
め
て
単
行

本
収
録
さ
れ
た
『
三
島
由
紀
夫
選
集
17
』
の
末
尾
に
、

　

本
篇
は
、
昭
和
三
十
年
十
一
月
歌
舞
伎
座
に
て
、
吉
右
衛
門
劇
団
に
よ

り
初
演
さ
れ
た
が
、
上
演
に
際
し
て
不
本
意
の
加
筆
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

こ
れ
は
加
筆
前
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
台
本
で
あ
る
。

と
、
わ
ざ
わ
ざ
注
記
し
た
。

　

そ
の
改
稿
の
検
討
は
別
稿
に
譲
り
た
い
が
、
こ
の
付
記
に
は
、
三
島
が
自
ら

の
歌
舞
伎
作
品
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
た
か
が
現
れ
て
い
る
。「
俳
優
即
演

出
家
の
演
劇
」
と
し
て
上
演
す
る
た
め
に
不
本
意
な
加
筆
を
し
て
も
、
活
字
に

す
る
際
に
は
自
ら
の
描
き
た
か
っ
た
世
界
を
表
現
す
る
こ
と
に
腐
心
し
た
の
だ

ろ
う
。

　
「
芙
蓉
露
大
内
実
記
」
が
酷
評
さ
れ
た
約
一
年
後
、
三
島
が
『
ブ
リ
タ
ニ
キ

ュ
ス
』
の
修
辞
を
し
た
の
は
先
述
し
た
と
お
り
だ
が
、
三
島
は
、
そ
の
『
ブ
リ

タ
ニ
キ
ュ
ス
』
上
演
後
の
対
談
で
も

（
ラ
シ
ー
ヌ
の
悲
劇
を―

木
谷
注
）
三
つ
四
つ
つ
づ
け
て
や
っ
て
み
た
ら

い
い
で
し
ょ
う
。「
フ
ェ
ー
ド
ル
」
も
ね
。
あ
れ
も
窮
屈
な
芝
居
で
こ
れ

以
上
余
裕
あ
り
ま
せ
ん
し
ね
。
一
番
傑
作
で
し
ょ
う
け
れ
ど
も㉗
。

と
発
言
し
た
。
そ
れ
よ
り
さ
ら
に
一
年
後
の
歌
右
衛
門
と
の
対
談
で
も

　
「
芙
蓉
露
大
内
実
記
」
の
評
判
が
悪
か
っ
た
の
、
ど
う
し
て
も
わ
か
ら

な
い
。
ぼ
く
は
自
画
自
賛
み
た
い
だ
け
ど
、
フ
ラ
ン
ス
に
あ
の
歌
舞
伎
を

持
っ
て
行
け
ば
い
い
と
思
う
な
。
あ
れ
は
フ
ラ
ン
ス
の
芝
居
の
翻
案
だ
か

ら
。
フ
ラ
ン
ス
人
が
見
れ
ば
よ
く
分
か
る
。
口
惜
し
か
っ
た
ね㉘
。

と
述
べ
、
三
島
が
『
フ
ェ
ー
ド
ル
』
は
も
ち
ろ
ん
、『
フ
ェ
ー
ド
ル
』
に
拠
っ

た
自
ら
の
作
品
の
こ
と
も
を
高
く
評
価
し
続
け
た
こ
と
、
ま
た
上
演
へ
の
熱
意

を
失
っ
て
い
な
い
こ
と
が
如
実
に
現
れ
て
い
る
。

　

三
島
は
幼
い
頃
か
ら
フ
ラ
ン
ス
や
ギ
リ
シ
ャ
の
古
典
劇
に
親
し
ん
で
い
た
。

作
家
と
な
り
、
同
時
代
の
演
劇
界
の
影
響
を
受
け
「
一
番
感
動
し
た
戯
曲
」
で

あ
る
『
フ
ェ
ー
ド
ル
』
を
、
自
ら
の
作
品
と
し
て
ま
た
日
本
を
舞
台
に
し
て
翻

案
す
る
方
法
を
模
索
す
る
よ
う
に
な
る
。
そ
し
て
「
灯
台
」
を
発
表
し
、
改
め

て
ラ
シ
ー
ヌ
の
著
し
た
『
フ
ェ
ー
ド
ル
』
の
美
の
世
界
を
移
植
す
る
為
に
最
適

な
ジ
ャ
ン
ル
を
選
び
直
し
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
が
、
歌
右
衛
門
主
演
に
よ

る
歌
舞
伎
作
品
で
あ
っ
た
の
だ
。

　

こ
の
『
フ
ェ
ー
ド
ル
』
と
共
通
の
テ
ー
マ
を
持
つ
「
灯
台
」、「
芙
蓉
露
大
内
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台
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台
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実
記
」
の
系
譜
に
は
、
三
島
の
文
学
者
と
し
て
の
姿
勢
が
端
的
に
現
れ
て
い
る

と
言
え
る
だ
ろ
う
。

注①　

田
中
千
禾
夫
『
劇
的
文
体
論
序
説  

下
』
第
二
十
章  

人
工
的
美
化
作
業
（
昭

53
・
4
・
25
、
白
水
社
）
82
〜
83
頁
参
照

②　

扇
田
昭
彦
「
劇
場
性
の
復
権
」（「
国
文
学―

解
釈
と
教
材
の
研
究
」
21―

12
、
昭

51
・
12
・
20
）

③　

内
藤
濯
氏
は
、「
ブ
リ
タ
ニ
キ
ュ
ス
」
の
初
演
（
昭
32
・
3
、
東
京
第
一
生
命
ホ

ー
ル
）
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
、「
悲
願
達
成
」
と
い
う
題
の
文
章
を
寄
稿
し
、「
ラ
シ
ー

ヌ
劇
日
本
初
演
の
記
録
が
つ
く
ら
れ
る
こ
と
は
、
小
生
に
と
っ
て
は
ま
っ
た
く
悲
願

達
成
で
あ
る
」
と
感
激
を
述
べ
て
い
る
。

④　

内
藤
濯
「
あ
と
が
き
」（
ラ
シ
ー
ヌ
『
フ
ェ
ー
ド
ル
』
昭
33
・
2
・
5
、
岩
波
書

店
）
105
頁

⑤　

ア
ラ
ン
・
ニ
デ
ー
ル
著  

今
野
一
雄
訳
『
ラ
シ
ー
ヌ
と
古
典
悲
劇
』
第
三
章  

人

物
の
構
成
（
昭
57
・
9
・
10
、
白
水
社
）
41
頁

⑥　

三
島
由
紀
夫
・
読
者
代
表
と
の
対
談
「
小
説
の
魅
力
と
演
劇
の
魅
力
」（「
知
性
」

2―

11
、
昭
30
・
11
）
全
集
未
収
録

⑦　

文
学
座
『
文
学
座
五
十
年
史
』（
昭
62
・
4
・
29
、
文
学
座
）
参
照

⑧　

伊
吹
武
彦
「
序
」（『
ラ
シ
ー
ヌ
戯
曲
全
集  

第
一
巻
』
昭
39
・
11
・
10
、
人
文
書

院
）
7
頁

⑨　

拙
論
「
三
島
由
紀
夫
『
灯
台
』
論―

〈
フ
ラ
ン
ス
演
劇
〉
と
〈
創
作
劇
〉
か
ら
の

出
発―

」（「
芸
術
至
上
主
義
文
芸
」
29
、
平
15
・
11
）
参
照

⑩　

三
宅
周
太
郎
「
十
一
月
の
歌
舞
伎
座
」（「
演
劇
界
」
13―

12
、
昭
30
・
12
）

⑪　

浜
村
道
哉
「
新
作
賑
わ
う
芸
術
祭
興
行
」（「
幕
間
」
10―

12
、
昭
30
・
12
）

⑫　

中
村
歌
右
衛
門
「『
三
島
歌
舞
伎
』
の
世
界
（
聞
き
手
織
田
紘
二
）」（
三
島
由
紀

夫
『
芝
居
日
記
』
平
2
・
7
・
5
、
中
央
公
論
社
）
194
頁

⑬　

市
川
裕
見
子
「
三
島
由
紀
夫
の
歌
舞
伎
作
品
に
つ
い
て
の
覚
え
書
き―

そ
の
三

『
芙
蓉
露
大
内
実
記
』」（「
外
国
文
学
」
50
、
平
13
・
3
）

⑭　

三
島
由
紀
夫
・
杉
山
誠
・
郡
司
正
勝
・
利
倉
幸
一
「〈
座
談
会
〉
協
同
研
究
・
三

島
由
紀
夫
の
実
験
歌
舞
伎
」（「
演
劇
界
」
15―

5
、
昭
32
・
5
）

　

全
集
未
収
録

⑮　

注
⑥
に
同
じ

⑯　

三
島
由
紀
夫
「
昭
和
二
十
年
十
一
月
十
八
日
劇
評
」（
三
島
由
紀
夫
『
芝
居
日

記
』
平
2
・
7
・
5
、
中
央
公
論
社
）
96
頁

⑰　

昭
和
45
年
7
月
3
日
歌
舞
伎
俳
優
養
成
所
で
の
講
演
。
三
島
の
死
後
、「
新
潮
」

（
85―

1
、
昭
61
・
1
）
に
掲
載
さ
れ
た
。
全
集
未
収
録

⑱　

堂
本
正
樹
『
劇
人
三
島
由
紀
夫
』
第
六
章  

歌
舞
伎
（
平
6
・
4
・
15
、
劇
書

房
）
425
頁

⑲　

内
山
美
樹
子
「
摂
州
合
邦
辻
」（
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
編
集
委
員
会
編
『
日
本

古
典
文
学
大
辞
典
第
三
巻
』
昭
59
・
4
・
20
、
岩
波
書
店
）
616
頁

⑳　

無
署
名
「
解
説
と
見
ど
こ
ろ
」（「
当
た
る
丑
歳
吉
例
顔
見
世
興
行  

南
座
筋
書
」

平
8
・
11
）

㉑　

注
⑫
『
芝
居
日
記
』
に
は
、
昭
和
19
年
3
月
（
寿
劇
場
）、
6
月
（
同
）、
22
年
7

月
（
東
京
劇
場
）、
9
月
（
文
楽
、
同
）
に
「
合
邦
」
観
劇
の
記
録
が
あ
り
、
ま
た

25
年
2
月
に
発
表
さ
れ
た
「
歌
舞
伎
」
に
は
24
年
12
月
三
越
劇
場
で
の
文
楽
「
合

邦
」
の
劇
評
を
記
し
て
い
る
。

㉒　

五
代
目
中
村
歌
右
衛
門
「
玉
手
御
前
」（
安
部
豊
編
『
五
世
中
村
歌
右
衛
門
口
述  

魁
玉
夜
話  

歌
舞
伎
の
型
』
昭
30
・
3
・
10
、
文
谷
書
房
）
266
頁

㉓　

七
代
目
尾
上
梅
幸
「
玉
手
御
前
の
心
持
」（「
幕
間
」
7―

1
、
昭
27
・
1
）

㉔　

矢
代
静
一
『
旗
手
た
ち
の
青
春―

あ
の
頃
の
加
藤
道
夫
・
三
島
由
紀
夫
・
芥
川
比
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台
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呂
志
』
第
六
章  

そ
の
初
演
出
（
昭
60
・
2
・
20
、
新
潮
社
）
84
〜
85
頁

㉕　

舞
台
の
上
手
を
灰
色
に
、
下
手
を
桜
色
に
し
「
来
世
の
悟
り
と
現
世
の
快
楽
を
象

徴
」
さ
せ
、
そ
の
二
つ
の
間
を
熊
野
の
心
が
「
さ
ま
よ
ふ
や
う
に
考
案
し
た
」

（「『
熊
野
』
に
つ
い
て
」「
莟
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
昭
30
・
2
）
と
自
ら
の
考
え
を
打
ち

出
し
た
演
出
を
行
っ
て
い
る
。

㉖　

注
⑫
に
同
じ
。
三
島
歌
舞
伎
依
頼
の
使
者
で
あ
っ
た
永
山
武
臣
氏
（
現
・
松
竹
会

長
）
も
「
芙
蓉
露
大
内
実
記
」
で
の
書
き
換
え
に
つ
い
て
、「
狂
言
作
者
部
屋
に
行

き
、
三
十
分
ほ
ど
で
台
詞
を
書
き
換
え
て
し
ま
っ
た
ん
で
す
。
あ
れ
に
は
感
服
し
ま

し
た
」（「
松
竹
永
山
武
臣
会
長
新
春
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー  

歌
舞
伎
と
三
島
由
紀
夫
と

私
」「
日
本
及
日
本
人
」
第
1643
号
、
平
14
・
1
）
と
証
言
し
て
お
ら
れ
る
。

㉗　

三
島
由
紀
夫
・
久
保
田
万
太
郎
・
戸
板
康
二
・
円
地
文
子
「『
ブ
リ
タ
ニ
キ
ュ

ス
』
の
修
辞―

演
劇
合
評
会―

」（「
銀
座
百
点
」
28
、
昭
32
・
4
）

　

全
集
未
収
録

㉘　

三
島
由
紀
夫
・
中
村
歌
右
衛
門
「
マ
ク
ア
イ
・
リ
レ
ー
対
談
」（「
幕
間
」
13―

5
、

昭
33
・
5
）
全
集
未
収
録

〔
付
記
〕　

本
稿
で
引
用
し
た
三
島
由
紀
夫
の
文
章
は
、『
三
島
由
紀
夫
全
集
』
全
35
巻

補
巻
1
（
昭
48
・
4
・
25
〜
51
・
6
・
25
、
新
潮
社
）
に
、
全
集
未
収
録
の
も

の
は
そ
の
初
出
に
よ
っ
た
。
ま
た
『
フ
ェ
ー
ド
ル
』「
ヒ
ッ
ポ
リ
ュ
ト
ス
」
に

つ
い
て
は
、
三
島
自
身
が
執
筆
の
際
読
ん
だ
と
思
わ
れ
る
、
沢
木
譲
治
訳
ラ
シ

ー
ヌ
『
フ
ェ
ー
ド
ル
』（
昭
23
・
12
・
20
、
白
水
社
）、
田
中
秀
央
・
内
山
敬
二

郎
訳
エ
ウ
リ
ー
ピ
デ
ー
ス
「
ヒ
ッ
ポ
リ
ュ
ト
ス
」（『
希
臘
悲
壮
劇  

上
巻
』
昭

24
・
6
・
20
、
世
界
文
学
社
）
を
底
本
に
し
た
。

　
　
　
　

ま
た
、
本
稿
は
平
成
十
三
年
四
月
二
十
一
日
、「
昭
和
文
学
会  

第
二
十
八

回
研
究
集
会
」
で
の
発
表
を
も
と
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
際
に
は
、
諸
先

生
方
か
ら
多
く
の
貴
重
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
記
し
て
深
謝
致
し
ま

す
。


